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　IoTやビッグデータ、人工知能の活用など、第４次産業革命とも言われる技術革新の波が産業
や社会に大きな変化をもたらしつつあるなか、製造業は、生産拠点の海外シフト、グローバルなコ
スト競争、人材不足と技能の継承難などさまざまな環境変化に晒されている。今後は、市場のグ
ローバル化、生産の分業化が進み、製造業には、バリューチェーンレベルでのオペレーションや戦
略・戦術などが求められることになる。東洋ビジネスエンジニアリング（B-EN-G）では、こうした
環境変化に対応するため、“ものづくりデジタライゼーション”を掲げた製造業向けIoTソリューショ
ンを発表した。新たなコンセプトの下、生産・販売・原価パッケージ「mcframe 7」を発売すると
同時に、自社開発製品を再編してブランドを「mcframe」に統一。まずは、「簡単につなげて、明日
からでも開始可能」という画期的なIoTソリューションの提供を始め、早くも多くの成果が報告され
ている。

◆“ものづくりデジタライゼーション”の次世代
IT基盤「mcframe 7」をゼロベース開発
――バリューチェーンでの運用性・グループで
の運用性・IoT対応を強化

　東洋ビジネスエンジニアリング（以下B-EN-G）で
は、設計から生産・販売までをサポートする製造業
向けソリューションを提
供してきたが、ユーザー
の中でも、販 売・生 産
形態が異なる組 織が混
在する企業グループ全体
や複数の事業セグメント
への導入が増えており、
グローバルな サプライ
チェーン全体での原価や
生産性指標の見える化へ
のニーズが強くなってき
ている。
　こうした、130社を超
える国内外のユーザー会

の会員企業や約20社のパートナーからなるコミュ
ニティの中から挙がってきた顧客の課題・ニーズを
受けて、B-EN-Gでは、20年にわたって提供して
きた生産管理パッケージ「MCFrame」の業務機
能をゼロベースで全面的に見直し、今後10年、20
年と使い続けられる生産・販売・原価システムを目

図１ B-EN-Gの「ものづくりデジタライゼーション」の全体像
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業務プロセス・生産設備・
人をつなげて縦軸の連携を
強化する。
　「mcframe」によるデジ
タル化実現イメージは、モ
ノの情報と作業の情報を組
み合わせることで、トレーサ
ビリティを深化させる。例え
ば製品の不具合が発生した
場合、問題のあった製品の
ロットナンバーから製品、中
間品、原材料・包材などの
製造実績や検査実績、設備
の稼働実績などを確認して
原因を特定し、出荷実績や

在庫等を確認することができる。このように、自動
化されていることで、不良品が市場に出回るリスク、
リコール発生のリスクなどを最小限に抑えることが
できる。

◆工場をデジタル化する製造業向けIoTソリュー
ション
――「つながらない、つなぎづらい」を簡単につ
なげ「明日からでも使える」を実現

　“ものづくりデジタライゼーション”に向けて、
B-EN-Gでは、IoT活用を、工場をつなぐ「デジタ
ル・ファクトリー」、サプライチェーンを跨ぐ「デジタ
ル・バリューチェーン」、顧客プロセスにまで入る「デ
ジタル・ビジネスモデル」の３ステップで推進する。
　まずは工場をデジタル化する「デジタル・ファクト
リー」への着手だ。製造業でのIoT活用への期待は
高まる一方だが、いざ導入となると、課題山積とい
うのが現状だ。「IoTへの取り組みを指示されたが何
から始めてよいかわからない」、「本格的なIoTに取
り組むには膨大なコストと期間を要し大規模なプロ
ジェクトになる」、「最新の設備、古い設備、さまざま
なメーカーの設備が混在して設備データの収集が
現実的でない」などが、担当者の本音だろう。「よく
働く古い機械があるが、どの程度の動きをしている
のかわからない」といった例は、現場では少なくな
い話だ。
　この現実的な課題を解決するため、B-EN-Gが

図２ mcframe 7 の機能範囲

指した新たなコンセプトで「mcframe 7」を開発。
2017年２月１日より販売を開始した。併せて、設計
から生産・販売までをサポートするソリューションを
全てデジタル化した“ものづくりデジタライゼーショ
ン”を実現するため、「mcframe 7」「mcframe 
PLM」「mcframe IoT」等を、新たなロゴマーク

「mcframe」のもとに統合した（図１）。
　「mcframe 7」は、次世代IT基盤と位置づけら
れ、この数年で本格化するとみられるPLMやIoT
への対応も強化し、クラウド環境にも対応している。
バリューチェーン（VC）軸での運用とVC環境変化
への柔軟な対応を重視し、グループでの運用性を強
化して複数生産形態対応とした。また、プロダクト・
ライフサイクル/サプライチェーン/工場内における製
造情報の連携を実現するため、設計製造連携、IoT
対応、グローバル対応を強化している。「mcframe 
7」の機能は図２のとおり。各種Linkと適材適所の
システムを選択することで、自社に最適なシステム
構築が可能となっている。ちなみに、“永続的なサ
ポート”を旨とするB-EN-Gでは、今後も、従来の
パッケージのバージョンアップを強要しない方針を貫
く。
　 図１で わ か るように 、「 m c f r a m e  7」と

「mcframe PLM」により、設計・製造・生産部門
を連携し、プロダクト・ライフサイクルを実現する。
また、「mcframe IoT」によって、これまでデジタル
化の空白部分だった“現場のデジタル化”を推進し、



3

開発したIoTツールが、“業
務プロセスをつなげる”タブ
レット「mcframe RAKU-
PAD」、古い設備もつなげる
設備稼働モニタリングシス
テム「mcframe SIGNAL 
CHAIN」、人の動作をつな
げる動作・姿勢分析システ
ム「mcframe MOTION」
だ。これによって、「つなが
らない、つなぎづらい」を
簡単につなげ、「明日からで
も開始可能な」IoTソリュー
ションを提供する。
　これらは、個々の製品と
しても提供するが、同社は、次の発展段階や将来の
ニーズに応えるため、「IoTエンジニアリングプラット
フォーム」により、設計情報（Material/Method）、
生産・入出荷の情報（Material/Method）、設備
の稼働状況（Machine）、工程内の作業（Man）を
つなげていく。マテリアル、メソッド、マシン、マン
の「4M」に主眼を置き、ユーザーの“つなげたい「M」
をつなぐ”サービスも含めたソリューションだ（図
３）。

◆設備の稼働状況をモニタリング・分析する
　“簡単IoT”「mcframe SIGNAL CHAIN」

――知らせる信号から記録する信号へ
　「mcframe SIGNAL 
CHAIN」は、工場内の設
備に取り付けられているパ
トライト社製の信号灯に無
線の送信機（AirGRID）を
取り付けるだけで、点灯・
点滅の動作情報をワイヤレ
スで転送。設備の運転・停
止情報をモニタリング・記
録・分析して、工場や製造
グループのパフォーマンスを
評価することができる。既
存の設備をそのまま利用可
能なうえ、面倒な配線工事

がなく短期間で導入でき、導入コストも軽減できる
“簡単IoT”だ。データを見に行かなくても、いつで
も見える状態で「見える化」し、さらに、稼働状況を
比較、分析して改善活動につなげることができる。
設備の生産性向上と信頼性向上に継続的に取り組
むことで、利益を創出するプロセスの確立を支援す
る。
　設備の稼働状況を一目で見る「アンドン画面」、
設備ごとの稼働状況を時間を追って見られる「設備
チャート画面」は、表示するグループを任意で設
定可能（図４）。個々の設備の稼働状況を日報、週
報、月報に切り替えて直感的に見ることができる
ほか、ダッシュボード上で、工場単位・作業グルー

図３ B-EN-Gの「IoTエンジニアリングプラットフォーム」

図４ mcframe SIGNAL CHAIN：アンドン画面、設備チャート画面
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プごとの稼働率やOEE（Overall Equipment 
Effectiveness:設備総合効率）を集計し、工場の
パフォーマンスを評価。KPI詳細画面では、OEEや
停止回数などの指標を、グループでわかりやすく表
示する。停止回数、停止時間の多い機械などをラン
キング表示することも可能だ。
　さらに、設備点検記録、設備・金型台帳、メンテ
ナンス・修理記録などから命数管理や部品・消耗品
管理を実現し、これらをERPとつなげて、製造・品
質記録、設備稼働実績、部品・消耗品発注などと
連動し、生産管理、原価管理、購買管理に反映させ
ることもできる。また、モニタリング情報を、不具合
記録や停止理由など過去のトラブルとその対応ノウ

ハウ情報等と連動させデー
タ解析することで、故障の
予兆管理も可能になる。こ
のほか、補助信号・PL C
情 報など他の設備情 報も
取り込むことで、詳細な稼
働状況を把握できるなど、
SIGNAL CHAINは、統
合設備管理ソリューション
へと進化する（図５）。

◆タブレットで作業実績
　入力と品質管理を簡単
　に実現する「mcframe
　RAKU-PAD」

　現場のデジタル化を目的に、紙の記録で加工し
にくかった現場情報や、探しにくかったナレッジ情
報を、タブレットで記録、検索、閲覧、解析するソ
リューション。データを収集し、サーバーに蓄積する
ことで、トラブルシューティングやQC活動、改善活
動を支援するツールとなる。
　ポイントは、記録、分析の手軽さと、多様なデー
タ活用が素早くできる点。記録は、現行の帳票イ
メージや様式そのままで、タブレットでの選択式の
入力サポートやカメラ機能によって、紙に記録する
よりも簡単な記録を実現する。Bluetooth、データ
送信機などのデジタル計測器とも連動し、計測デー
タがそのままつながる。QC7つ道具も完備し、記録

されたデータは、管理図や
パレート図、各種グラフなど
で、手軽な分析を実現。分
析結果を即活用することで、
改善のサイクル短縮につな
がる（図６）。
　活用の際には、例えば、
製 造 実 績を 入 力 すると、
ダッシュボードで、作業者
別に週ごとの製造実績や週
ごとの作業時間をグラフ表
示する。また、不良報告を
基に不良理由別に週ごとの
不良数、製品別に週ごとの

図５ mcframe SIGNAL CHAIN は統合設備管理ソリューションへ進化

図６ デジタルファクトリー：mcframe RAKU-PAD
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不良数などもグラフ表示す
る。ダッシュボードにデータ
をどんどん保存し蓄積して
いき、分析結果を日々のオ
ペレーションの中で確認し、
若 い人も熟 練 者も意 識を
合わせることで、改善活動
につなげていくことが重要
だ。「RAKU-PAD」は、既
存の紙帳票をデジタル化す
るほか、検査実績、製造実
績、トラブル報告、設備・装
置点検などに使われるなど
の実績があり、成果を上げ
ている。

◆３Dで動作・姿勢を捉えて即分析
「mcframe MOTION」

　光学センサ（カメラ）、慣性センサ、各種センサで
人間の動作や姿勢を計測して、３次元データ化し、
その軌跡を分析するソリューション。ライブ分析、
3Dモデル分析、作業姿勢分析、動線分析、ストライ
クゾーン分析、作業エリア分析など、さまざまな分析
が可能だ（図７）。作業の姿勢や手の動線、歩行の
動線など、撮影と同時に分析データを入手できるた
め、3Dモデルなどを数値と合わせて見ることで、改
善ポイントを容易に発見できる。
　これを基に、作業手順の遵守や異常動作の把握
など（作動保証）、腰や肩、手首などの作業負荷の
軽減（作業負荷）、測定対象者と熟練者の作業の違
いの分析結果をラインへの導入教育に活用（作業指
導）などに導入されている。また、定期的な作業診
断に反映させたり、全身の状態を計測して製品設計
に反映させる、などの事例がある。手や腰への負荷
が大きい作業姿勢を改善したり、シフトを短縮する、
工程を変更するなど具体的な改善策につながってい
る。
　「mcframe MOTION」とVR（バーチャルリアリ
ティ）を組み合わせることで、設計段階でのさまざま
な工程検証も可能になる。検証者（設計者）は、デジ
タル・ファクトリーに入って実際に機械との距離感
や位置関係をリアルにシミュレーションし、確認、検

証することで、設計段階で最適な工程を作り込むこ
とができる。ものをつくらなくてもCADデータとつ
ないで工程の高さ、位置などを検証できるところが
画期的だ（図８）。
　さらに、B-EN-Gでは、さまざまなベンダーのさ
まざまな設備と人の活動との間で発生するデータ
をすべて取り込み、AWSのプラットフォームを使っ
て、必要なデータだけを蓄積して見える化できるよ
うなIoTエンジニアリングプラットフォームを構築。
例えば一人の作業者が複数の設備を多台持ちしてい
る場合、設備の動きと作業者の行動をマルチタスク
チャートにして見せたり、設備の情報と一緒に温度
などの情報を持ってきて設備機械の実行状況、温度
など、稼働状況を、時間ごとのマルチスレッドタイム
チャートで見せるなども可能だ。
　このように、「mcframe MOTION」を他のソ
リューションとつなげることでさまざまな領域に発
展、進化させることができる。

◆「mcframe SIGNAL CHAIN」で
　設備トラブルを一挙に改善

――海外拠点で導入が進む「SIGNAL CHAIN」
　B-EN-GのIoTソリューションは、早くも生産現
場に導入され、期待以上の成果を生んでいる。その
代表例が以下に示す「SIGNAL CHAIN」の導入
事例だ。

図７ デジタルファクトリー：mcframe MOTION
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　タイで26年の歴史があるATA CAST ING 
TECHNOLOGY社は、本社工場から離れた場所
にある工場の稼働状況をリアルタイムで監視し、生
産性を追求するために、2016年７月に「SIGNAL 
CHAIN」を３台導入。
　２直24時間稼働のワーキングテーブルに沿って、
設備の稼働状況を見える化し、検証データとして分
析・確認していった。その結果、以前は朝になって
わかった設備の異常停止が、夜勤の最後の時間帯
で長くなっていること、また、チョコ停や人待ち時間
が多いことなどが一目瞭然で判明。この結果を朝礼
で報告し、情報を共有したところ、１週間後にはも
のの見事に改善され、大きな効果を得ることができ
た。工場監査でも「この取り組みだけは継続するよ
うに」という評価を得たという。
　少ない投資、短期間の導入で、生産性向上に向け
ての問題点や作業が間延びしやすいポイントなどを
ラインごとに把握できるようになり、また、従来見直
しが難しかった、適正な作業時間を設定する上での
データ活用も可能となった。同社では、対象範囲を
拡げるため、６台を追加導入。現在はタイ人スタッ
フだけの運用で成果を上げており、スタッフが自分
たちでデータを見ながら改善活動を進められるツー
ルとしても期待されている。
　THKでは、これまで国内、および海外工場の設
備の稼働モニタリングシステムを自前で一部設置し
ていたが、今回、国内と海外拠点に共通な仕組みと

して「mcframe SIGNAL CHAIN」の導入に踏み
切った。2016年12月までに国内の６工場で稼働を
開始し、海外では2017年１月にアメリカ、２月に中
国、３月にフランスで稼働を開始している。同社で
は、「ペーパーレス化、センサからの値取得などによ
る設備点検のスマート化の実現」、「原価システムと
の連携」を検討しており、今後、IoTの活用がさらに
進化しそうだ。
　このほ か、他の 導入 企 業 からも「SIG N A L 
CHAINの情報を設備のメンテナンスにつなげた
い」、「独自設計の画面で見たい」など、モニタリング
の次のステップへの要望が出ている。2017年１月に
開催された「第１回スマート工場EXPO」の来場者
の間でも大きな関心を集め、さまざまな質問や要望
が出され、その後も問い合わせなど反響が続いてい
る。おしなべて多いのは、「生産管理、原価管理など
とつなげたい」、「海外でも日本と同レベルの設備管
理、生産管理、人材育成をしたい」といった要望だ
という。
　B-EN-Gでは、こうしたニーズに応えるべく、
PLMやERPともつなげたmcframe IoTを推進し
ていくとしている。

図８ mcframe MOTIONとVRの組合せでものづくり革新
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